
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～新事業体系に移行にして～ 

 知的障害者授産施設なかまとスマイルなかま（在宅重度デイサービスセンター）は、平成 23 年 1 月 1 日より「障

害福祉サービス事業所なかま」として生活介護事業と就労継続支援Ｂ型事業に移行しました。 

 生活介護事業では、日中活動の充実を図ると共に、新しく「ホワイトゴート」という水とシュレッターにかけたコピー

用紙を混ぜてトイレットペーパーを作る機械を導入しました。ご協力いただける関係機関に利用者さんが、不要に

なったコピー用紙を回収に伺い障がいを持っていても一生懸命働いている姿を見て頂き、地域との共存を図りた

いと考えています。 

 就労継続支援Ｂ型事業では、高い工賃を目標にパンの製造販売と農業、請負作業、アルミ缶回収を主な仕事と

します。 

 利用者の方が、日中活動や仕事を通じて社会の一員として、失敗を重ねながらも笑顔で笑い合える関係と自己

肯定感が持てるよう支援にあたる所存です。今後も、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

なかま 栁井 

～児童デイサービスを増設します～ 

つゆ草クラブでは、本年 4 月 1 日（金）から 富士見町田島において第 2 つゆ草クラブを開所することになりまし

た。 

新しい子どもたちを迎え、つゆ草クラブのデイリープログラムに合わせた、個別体操・おやつ・戸外活動を軸にし

た支援を行い、自立へのお手伝いを目的とします。子どもたちが、楽しく安心して過ごせるよう、スタッフ一同心掛

けていきたいと思いますのでご協力お願いします。 

つゆ草クラブ 涌沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ゴスペルクリスマス会を終えて～ 

平成２２年１２月１８日、富士見町公民館には沢山の利用者さん、ご家族の方々が集まりました。待ちに待った

「ゴスペルコンサート」の始まりです！利用者さんの顔は一人一人輝いていました。 

ピアノの演奏が始まると、すぐに手拍子やハミングが聞こえてきたり、舞台下で踊っ 

たりと喜びの表現は様々でしたが、出演者と利用者さんがすぐに一体化したのが 

分かるようなステージでした。事前にＣＤを聞いておられた利用者さんは一緒に歌 

う場面では、歌詞カードを見ずに歌える方が多く驚かされました。アンコールの時 

には、我競い合うように出演者の方にお花を差し上げるシーンは「喜びの表情」が 

満開でした。なかなか時間通りには行かず、皆様にご迷惑をお掛けしましたが沢 

山のご協力を頂き成功することが出来ました。本当に素晴らしいクリスマス会が 

開催できた事を深く皆様に感謝致します。                                                          

 

 

 

 

 

 

                                                           なかま 星野 

 

 

～新春 成人の祝いともちつき大会～ 

１月５日に餅つき、成人式、カルタや竹馬等の正月遊びを行いました。成人になられた人中心にかけ声と共に力

強く餅を突き、他の利用者さんはついた餅を一生懸命丸め、食べられる形にしていました。その後、出来 

上がった餅等で会食し、対象者は皆様の前に立って成人としての抱負を述べました。また、午後の正月遊びでは

作業時には見られない表情が見られました。この日が、今年１年を元気に過ごす源になれば幸いです。 

 

なかま 佐藤 

 

 

 

 

 

■ご寄付のご紹介～いつもありがとうございます～■ 

★前橋市富士見赤十字奉仕団 様  ★板倉町 15 区プルトップ収集グループ 様 

★前橋市南橘公民館 様      ★なかま家族会 様 

★須藤園芸 様          ★石坂和夫 様 

 

 

～退職者報告～ 

橳島隼人 在職 4 年 10 ヶ月（平成 23 年 1 月３１日付） 

              大変お疲れ様でした。 

あかぎの響通信          

                            ＮＯ．１２ 
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“え？シュレッターくずがトイレットペーパーに！？” 
そうなんです！捨てるはずの紙ゴミが生活必需品に変わるんです！ 

 

White(白い)Goat(ヤギ) 白の清潔感、紙を食べるヤギのイメージから、名付けられたマシン、その驚きの

技術と操作方法を簡単にご紹介いたします。 

 

① まずシュレッターゴミをマシンに投入 

② スタートスイッチＯＮ！ 

③ 完成                     

 

はいそれだけです。これだけでエコが出来ちゃうんです。中をちょっとのぞいてみましょう！ 

 

 

● どれくらい環境にやさしいの？ 

    薬品類を一切使わず、投入した紙はほぼ１００％再生し 

使った水は捨てませんので、自然の水を汚すことはありま 

せん。 

 

● 完璧な秘密保持？ 

        その場でトイレットペーパーに再生するため、機密 

文書が外に漏れる心配がありません。 

 

 

 

● どれくらい作れるの？ 
 リサイクルですからそんなに大量には作れません。 

 1 個（70～80m 程）を作るのにＡ４用紙・・・40 枚相当 

「なのでたくさん紙が必要なんです！！」 

－できあがったトイレットペーパーは芯無しタイプで市販品 

にくらべ、水に溶けやすくミシン目がなくても切りやすくなっ 

ています。－ 

 

● 販売はするの？ 
 はい、行いますが詳細は未定です。決まりましたら 

 お知らせいたします。 

 

“リサイクルにご協力していただけますか？” 
あなたの会社やご家庭でご不要となったコピー用紙、シュレッターのゴミはありま 

せんか？是非施設までお持ちください。またご要望があれば引き取りに伺います。 

まずはお問い合わせ下さい。詳しくは法人事務局電話 027-288-1867 まで 

～三つのＣ～ 

 昨夏、開催された群馬県手をつなぐ育成会前橋大会で、子供たちは 

“南中ソーラン”を舞いフィナーレを盛り上げてくれました。ひとりひとり 

の表情はキラキラと輝き、充実感に満ち溢れていました。この子たちの 

笑顔が絶えること無く、安心して生活できる未来であってほしいと、その 

時痛切に願いました。 

 その願いを実現させるにはどうしたらいいのでしょうか。私たち親は 

着実に年をとり、いつまでも一緒に生活することはできません。 

 「グループホームやケアホームについて知りたい。」という思いに対し、ケアホーム「星の家」管理者である前川様

からお話を伺う貴重な機会（チャンス）をいただきました。スライドを交えながら「星の家」の概要や生活の様子を具

体的にお聞きし、今まで抱いていた疑問や不安も和らぎ、子供とともに段階を踏みながら、先ずは体験（チャレン

ジ）してみようという気持ちが芽生えました。 

 地域の中で、地域の人たちとともに生きることが当たり前である未来を目指し実現させるために、私たちも進んで

（チェンジ）いきましょう。 

なかま家族会 大滝はるひ 

          職員のこぼれ話～はじめは不安でした～ 

私は今年で勤続６年目を迎え、１年目からほとんど経験のなかった「農業」を毎日試行錯

誤しながら行いました。息詰まった事も多々ありましたが、経験を重ねる事により、天候の変

動や販売先の来客数によってその日の収穫量を決める事や、利用者さんの特性に合った

役割を見つけ支援する事が出来てきました。今年から生活介護事業のエコ班（軽作業班）

も農業を行うため、個々の特性に合った役割を開拓し作業の幅が広げられるように今までに

培った経験を伝えていきたいと考えています。また、３月いっぱいでフォーク作業が終了し、

「ホワイトゴート」や新しい作業も加わるため、生活介護事業の責任者として一日も早く新しい

作業を覚えられるように模索しながら頑張っていきます。 

なかま 小池拓哉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～編集後記～ 

今年は当法人にとって変革の年だと思います。なかまは新事業体系に 1 月から移行し、つゆ草クラブは 4 月 

に第 2 児童デイサービスを増設します。新しい利用者さん、職員も増えます。これから更に良い環境にできる 

よう、また、制度や体系がどう変わろうと利用者さんにとって不自由のないよう努めていきたいと思います。 

あかぎの響は地域に根ざした施設を目指しています。各事業所には入口にボックスが置いてありますので、苦 

情・疑問・お褒めの言葉等々、なんでも結構ですのでご遠慮なくお寄せいただければ励みになります。是非と 

もよろしくお願いいたします。 

                                         （編集委員 古屋） 


